
６月１６日午後１時２５分頃、横浜市の横浜港大さん橋に着岸中のクルーズ船飛鳥Ⅱ（約５万ト
ン）から「最上部で火災が発生した」と第３管区海上保安本部に無線で通報があったようです。市
消防局の消防車両約３０台が消火活動に当たり、約３時間半後に鎮火しました。出火当時、乗客
はおらず、乗組員１５３人がいましたが、けが人などはなかったようです。火元は最上階の１２階
にある資材庫内で、約５０㎡を焼いたようです。国の運輸安全委員会は１７日以降、船舶事故調
査官３人を派遣し、火災の調査に当たるそうです。
飛鳥Ⅱは、２００６年２月に就航。全長２４１メートル、全幅約３０メートルで、４３６の客室を備える
国内最大のクルーズ船。横浜港を母港にしており、４月１日に帰港し、大さん橋に着岸していまし
た。新型コロナウイルス感染拡大の影響で、今後の運航は未定のようです。
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